
 

ま に ん 前 に 議 所 上 促
し 就 が 田 お 会 8 を 野 進 資
た 任 副 秀 い 臨 月 設 と す 源

。 さ 議 文 て 時 の 置 高 る の
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い す 活 民 市 任 余 議 溜 各 自 や 動 金 報 会 償 団 主 に 励 の 源
申 。 性 の 当 の る 長 こ ま 種 主 小 資 費 は 償 に 金 体 的 基 報 資 は 回
し 皆 化 方 局 重 光 に の っ 団 回 中 源 用 、 金 お が に に づ 償 源 、 収
上 様 を 々 の 大 栄 就 度 ご た 体 収 学 回 と 主 を い 支 対 集 き 金 回 刈 し
げ の 進 と 施 さ で 任 の あ 資 へ を 校 収 し に 得 て 払 し め 、 制 収 谷 た
ま 更 め 対 策 を あ い 臨 い 源 の 行 、 に て 東 て も わ 報 た 自 度 奨 市 資
す な る 話 を 感 り た 時 さ は 協 っ 同 つ 使 境 い こ れ

。 る 覚 を チ じ ま し 会 つ 東 力 て 志 い わ 自 ま の ま
ご 悟 重 ェ て す ま に 境 は い 会 て れ 主 す 制 す
支 で ね ッ お と し お 資 も ま 等 は て 防 。 度 。
援 ご 、 ク り 共 た い 源 と す の 、 い 災 こ を 東
を ざ 議 し ま に 。 て 回 よ 。 方 幼 ま 会 の 利 境
お い 会 、 す 、 身 、 収 り こ 々 稚 す の 報 用 自
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第１4号平 成 ２ ６ 年 １０ 月 １ 日 水 曜 日    　　東  境  だ  よ  り
っ な し 活 て 上 の 櫓 6 同 も 習 ど 踊 の 「 打 14
た り た し き る 町 は 時 志 7 始 が も 愛 踊 よ 合 日 盆
大 君 。 、 ま と に 2 半 会 月 ま 始 会 好 り し せ に 踊
会 」 恒 賑 す 練 比 段 か が 20 り ま ・ 会 方 の 会 開 り
に の 例 や 。 習 べ 造 ら 踊 日 ま り 同 指 講 会 を 催 大
な 登 の か 今 に 自 り 行 り に し 、 志 導 習 」 ス さ 会
り 場 福 さ 年 も 慢 で い の 地 た 子 会 の を に タ れ が
ま で 引 が は 一 で 、 ま 櫓 区 。 ど が 下 受 よ ー ま 今
し 一 大 さ 仮 段 す 高 し 組 役 も 主 に け る ト し 年
た 層 会 ら 装 と 。 さ た 立 員 太 に 婦 、 新 に た も

。 盛 や に 大 力 櫓 広 。 て ・ 鼓 な 人 東 盆 、 。 8
り 「 増 会 が が さ 東 を 組 の っ 会 境 踊 6 5 月
上 か し が 入 で が 境 早 長 練 て ・ 町 り 月 月 13
が つ ま 復 っ き 他 の 朝 と 習 練 子 民 曲 に の ・一
層し 導 訓 確 消 し 倒 班 避 ま 災 い 境

ま 班 練 認 火 ま グ は 難 し 課 、 自 今
し は 等 や 訓 し ッ 防 訓 た や 8 主 年
た 避 を 負 練 た ズ 災 練 。 消 月 防 の

。 難 実 傷 。 。 等 会 に 8 防 31 災 防
者 施 者 救 防 を の 参 組 署 日 会 災
を し 状 出 火 パ 活 加 9 の に が 訓
市 ま 況 救 班 ネ 動 し 組 協 町 共 練
民 し の 護 の ル 状 ま 11 力 民 同 は
館 た 連 班 多 表 況 し 組 で の で 、
ま 。 絡 の 種 示 や た 90 開 参 準 地
で 避 と 備 多 で 家 。 世 催 加 備 区
誘 難 救 蓄 様 招 具 広 帯 さ と を と
導 誘 出 品 な 介 転 報 が れ 防 行 東

に
加 お ま 招 東 東 用 様 災 用 資 境 て た し し つ の サ
者 見 し い 境 涼 境 を 方 会 と 源 資 平 防 非 た て い 防 仕 ー 消
は え た て 町 し 自 お の 活 し 売 源 成 災 常 。 備 て 災 方 ジ 防
141 で 。 東 75 さ 主 願 更 動 て 却 回 24 訓 食 最 え 講 課 の と 署
名 す 町 境 才 が 防 い な を 活 金 収 年 練 の 後 の 話 よ 指 Ａ 北
で 。 内 町 以 感 災 し る 強 用 は 金 度 お は 炊 に 重 を り 導 Ｅ 分
し 今 に 敬 上 じ 会 ま 資 固 さ 東 運 地 願 終 き 給 要 受 水 を Ｄ 署
た 年 90 老 の ら 会 す 源 に れ 境 用 区 い 了 出 食 さ 講 害 受 操 よ

。 の 才 会 長 れ 長 。 回 す て 自 が 協 ！ し し 給 を し と け 作 り
敬 以 が 寿 た 収 る い 主 承 議 ま 飯 水 再 、 予 ま や 、
老 上 開 な 9 中 所 た ま 防 認 会 し を 班 認 災 防 し 人 心
会 は 催 方 月 島 の め す 災 さ で た 味 の 識 害 対 た 工 臓
の 43 さ 々 7 満 ご 、 。 会 れ 、 。 わ 作 し に 策 。 呼 マ
参 名 れ を 日 男 利 皆 防 費 、 東 っ っ ま 対 に 吸 ッ

一 の 上 込 ヨ 愛 頭 方 会 を 会 会
日 カ り ん タ 好 で 東 々 福 い ・ 会 刈
を ラ ま だ 車 会 親 光 に 祉 た 市 長 谷
過 オ し 技 体 の 睦 北 祝 協 だ 会 代 市
ご ケ た を 手 踊 会 ク い 議 き 各 理 長
さ も 。 披 品 り が ラ 品 会 ま 議 の 代
れ 発 そ 露 部 や 始 ブ が よ し 員 祝 理
ま 表 の さ が フ ま 会 贈 り た よ 辞 と
し さ 後 れ 参 ラ り 長 ら 75 。 り と 社
た れ 、 会 加 ダ 、 の れ 才 刈 祝 、 会

。 、 の 場 者 ン 東 乾 ま と 谷 い 国 福
楽 ど が を ス 境 杯 し 米 市 の 会 祉
し 自 盛 巻 、 民 の た 寿 と 言 ・ 協
い 慢 り き ト 踊 音 。 の 社 葉 県 議

え 名 前 橋 で 外 う な こ し り 岩 い 内 南 常 り 池
と が 述 と す し と 武 の の ま ケ る 秋 に 夜 過 南 塔
い あ の 呼 。 て し 者 橋 橋 す 池 。 葉 あ 灯 ぎ の の
え り 鎌 ば そ 転 た が 名 」 。 か

)

社 っ （ 、 石 脇
る 、 倉 れ の 倒 と 馬 の が こ ら 脇 の た 野 東 川 を
で 古 街 始 時 し き に 由 あ の 流 を 東 。 々 境 木 通
し く 道 め か て 、 乗 来 っ 辺 れ 通 南 現 山 組 材 っ
ょ か の た ら し 馬 っ は た り て り に 在 文 中 さ た
う ら 絵 そ 馬 ま が て 、 そ に 来 抜 移 は 夫 安 ん 街

。 の 図 う 落 っ 足 橋 あ う 「 る け 設 祖 さ 全 辺 道
当 言 に で と た を を る で 馬 川 新 さ 母 ん を り は
時 い こ す し そ 踏 渡 立 す 落 を 池 れ 神 宅 願 を 、
の 伝 の が の う み ろ 派 。 と 渡 や て 社 西 う 通 新

、

(2)
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現 と の 6 築 る そ 野 月 建 県 り ず 鎌 し 刈 を て 46 に と 抜 図 と た し 山 が ち と 馬 こ
存 が 高 ・ 駆 た の 、 、 久 教 鎌 ま 、 倉 出 谷 偲 、 年 「 続 け 書 し か 、 の 多 の 想 が と
す 報 土 54 せ め 威 信 征 4 育 倉 す あ 街 し 市 ば 北 建 史 き て 館 の 特 こ 魚 く 話 像 足 で
る 告 手 m た 、 光 濃 夷 年 委 街 。 く 道 て 内 せ に 立 跡 ま 、 東 橋 定 の が 、 で も を す
鎌 さ を 、 の 沿 の 源 大 （ 員 道 ま で い で て 向

)

鎌 す 向 や を で 橋 獲 毎 は つ 落 か
倉 れ 備 両 が 道 誇 に 将 西 会 の で あ ま 最 く か 」 倉 。 ィ 伊 過 き の れ 日 、 き と ら
街 て え 側 始 の 示 大 軍 暦 が 道 「 っ す も れ う の 街 祖 郷 勢 ぎ て 場 た カ こ ま し 橋
道 い た に ま 住 と 巻 頼 1 調 幅 伝 た が そ ま 小 石 道 母 か 湾 、 い 所 そ イ の す た 板
を ま も そ り 民 道 狩 朝 1 べ に 承 と 、 の す 道 碑 伝 神 ら 岸 現 ま が う ド 橋 。 の に
調 す の れ で を 中 に が 9 た つ の 断 こ 雰 。 が が 承 社 祖 道 在 せ ど で リ の ま で 隙
べ 。 で ぞ 、 駆 安 行 下 3 と い 地 言 の 囲 こ 鎌 建 地 境 母 路 の ん こ す し 下 た は 間
た ま あ れ 道 使 全 く 野 年 こ て 」 は 小 気 の 倉 っ （ 内 神 辺 富 。 で 。 て に 古 な が
結 た る 同 路 し を 際 那

)

ろ 埼 で で 道 を 道 街 て 昭 南 社 り 士 馬 あ し も は 老 い あ
果 、 こ 幅 幅 て 図 、 須 3 、 玉 あ き が 醸 は 道 い 和 西 へ を 松 落 っ か 沢 魚 た か り

の ま 並 ま あ 従 母 洛 0 保 の 街 の は も 道 に そ 街
鎌 す 列 す ろ え 神 し 年 源 存 諏 道 で 、 の の な う 道
倉 。 し 。 う て 社 て

)

頼 さ 訪 で あ 関 が 小 っ で の
街 祖 て 当 か 、 脇 い 11 朝 れ 神 は り 東 多 道 た 、 道
道 母 進 時 」 本 の ま 月 は て 社 、 ま の い と り 中 路
だ 神 ん の と 当 細 す こ 、 い 参 名 す 街 よ な 、 に は
っ 社 だ 軍 の に 道 が の 建 ま 道 古 。 道 う っ 土 は 2
た 脇 と 列 疑 通 を 、 街 久 す 辺 屋 こ を で て 地 山 ｍ
と の 伝 は 問 り 大 現 道 元 。 り 市 の 中 す し 改 林 か
し 小 え 、 も 抜 勢 存 を 年 が 緑 地 心 。 ま 良 の ら
た 道 ら 馬 湧 け の す 通 （ 約 区 方 に こ っ 事 中 4
場 が れ 2 い た 従 る っ 1 6 相 の し の て 業 で ｍ
合 本 て 頭 て の 者 「 て 1 ｍ 原 鎌 た 報 い で 廃 位

、 当 い が き で を 祖 上 9 で 郷 倉 も 告 る 農 道 だ

こ 辺 も の 潮 確 釈 「 り あ 心 さ 字 献 抜 西 道 か 保 は が み す こ
と り の 低 の か さ 海 で り と れ 名 を け 境 の ま も 護 二 広 る る の
か の と 地 満 な れ 道 あ 、 な て は 見 る の 絵 た 知 さ 村 く と 鎌 小
ら 高 考 ま ち 堤 て 」 っ 当 る い 「 ま よ 小 図 、 れ れ 山 保 、 倉 道

、 地 え で 引 防 い と た 時 小 ま 鎌 す う 字 に 濱 ま て が 存 二 街 の
嶋 に ら 海 き は ま は と 西 字 す 倉 と に 名 は 田 せ い 豊 さ 村 道 道
海 街 れ が に 設 す 、 推 境 名 。 街 、 見 「 、 與 ん る 明 れ 山 の 幅
道 道 て 迫 よ 置 。 海 測 の 「 更 道 こ え 嶋 祖 四 。 の 市 て の 道 と
と が い っ り さ 古 に で 中 本 に の の ま 海 母 郎 が に い 鎌 幅 二
云 通 ま て 、 れ の 近 き 心 郷 、 名 嶋 す 道 神 が 原 よ ま 倉 を 村
う っ す 来 こ て 境 い ま は 」 村 残 海 。 」 社 残 因 っ す 街 比 山
小 て 。 て の お 川 道 す こ も 落 り 道 他 方 の し の て 。 道 較 に
字 い そ い 辺 ら は と 。 の 隣 の 」 の の 面 南 た 一 史 そ の し 現
名 た の た り ず 、 解 辺 に 中 と 小 文 へ を 街 つ 跡 れ 方 て 存

う 創 間 ※ 川 西 屋 と に 待 茶 渡 は 字 け ま 西 祖 金 が
に 立 社 祖 え 由 に 辺 ・ 推 町 っ 店 る 境 名 て た に 母 昆 昔 付
刻 千 が 母 残 緒 小 近 り 奥 測 へ て の こ 川 が 「 、 今 山 羅 鎌 い
ま 年 あ 神 す あ 字 い や 町 で と い よ と の 残 町 祖 で 来 堂 倉 た
れ の り 社 べ る 名 所 滋 屋 き 発 た う が 低 っ 屋 母 も 岸 が 街 と
て 石 ま の き 名 は に 賀 の ま 展 場 な で 地 て ・ 神 管 寺 、 道 推
い 碑 す 末 だ 称 、 も 県 地 す し 所 所 き を い 奥 社 理 に 大 沿 測
ま が 。 社 と で 古 残 五 名 。 た が で な 大 ま 町 の さ 移 正 い さ
す あ 白 に 考 す の っ 個 は ま の 、 水 か 雨 す 屋 東 れ 設 2 に れ

。 り 山 白 え 。 面 て 荘 、 た で や の っ 等 。 」 か て さ 年 建 ま

、 社 山 ま 後 影 い 町 矢 、 は が 引 た の こ と ら い れ に っ す
次 の 社 す 世 を ま 辺 作 こ な て く と 増 の い 北 ま 、 東 て 。
の 脇 や 。 に 残 す り 川 の い 徐 の き 水 地 う に す 境 境 い
よ に 浅 伝 す 。 の の 町 か 々 を 、 で 名 小 か 。 内 の た

す は た ら 神 尾 す 宗 白 9 の 記 に と 千 四 同 建 「
。 十 こ こ と 藤 「 。

)

山 年 白 で 念 永 あ 歳 年 三 立 三
分 と の み 卓 鎌 千 が 社

)

山 す し 源 り 、 （ 年 焉 河
文 あ は 辺 て 男 倉 二 創 内 に 社 。 て 寺 、 東 1 （ 、 の
責 （ る そ り お 氏 街 百 建 に 建 は 考 を こ 境 8 8 鎮 国

次 と の に ら は 道 年 と 永 立 、 道 開 の 山 0 0 守 碧
野 号 記 地 街 れ 白 幾 前 伝 源 さ 和 和 創 碑 永 8 8 白 海
々 に 述 名 道 、 山 山 の 来 寺 れ 同 尚 か 文 源 年 年 山 郡
山 続 さ か が 律 神 河 物 さ （ 、 2 が ら は 寺

) )

権 東
く れ ら 通 令 社 」 語 れ 当 大 年 残 の 大 考 丁 、 現 境

秀

)

て 可 っ 時 を の で て 時 同 （ し 千 同 道 卯 至 開 邑
次 い 能 て 代 境 著 す い 天 3 7 た 年 3 代 巳 文 創 神

ま 性 い か の 者 。 ま 台 年 0 も を 年 」 一 化 大 氏

(3)

二村山の街道 祖母神社内の街道

濱田與四郎の絵図
（祖母神社前）

祖母神社の白山社と石碑

来岸寺の金毘羅堂

↑
鎌倉街道

二村山の街道 祖母神社内の街道

濱田與四郎の絵図
（祖母神社前）

祖母神社の白山社と石碑

来岸寺の金毘羅堂

↑
鎌倉街道



 

電 日 務 に の て す を 人 罪 「 ま 92 現 保
力 （ 東 大 当 改 い る 深 た や お し 名 在 護 前
浜 日 境 臣 る 善 ま 運 め ち 非 か た の ） 女 田 に 事 ば
岡 ） 地 か 民 更 す 動 る の 行 え 。 社 に 性 さ 授 務 れ 平
原 静 区 ら 間 生 。 に た 立 の り 今 会 亘 会 ん 与 に ま 成
子 岡 長 委 の を 「 も め ち 防 」 年 複 り で は さ 謹 し 26
力 県 Ｏ 嘱 篤 助 保 参 に 直 止 を 7 帰 活 27 保 れ 勉 た 年
館 御 Ｂ さ 志 け 護 加 、 り と テ 月 を 躍 年 護 る し 。 度
に 前 会 れ 家 ・ 司 さ 社 に 、 ー に 支 さ （ 司 も 労 藍 春
お 崎 は ま の 犯 」 れ 会 つ 罪 マ 行 援 れ 昭 と の 効 綬 の
い 市 、 す こ 罪 は 活 を い を に れ さ 今 和 し で 顕 は 褒
て の 6 。 と の 犯 躍 明 て 犯 し ま れ ま 62 て す 著 公 章
原 中 月 で 予 罪 さ る 理 し た し て で 年 更 。 な 共 に
子 部 30 法 防 者 れ く 解 た 犯 た き に ～ 生 者 の 選

う と 「 惜 決 ま 場 日 東 研 惑 員 い Ｏ 熱 し に 施 発 し 修 力
で 満 自 し 勝 し し に 京 第 修 う が 質 Ｂ 心 質 ま つ 設 電 く シ 会 発
す 足 分 く ト た た か の 11 会 場 回 問 会 に 疑 し い の の 見 ア を 電

。 感 た も ー 。 女 け 明 回 と 面 答 に 員 行 応 た て 安 原 学 タ 行 所
を ち 敗 ナ 予 子 て 治 全 な も を 説 の わ 答 。 勉 全 理 し ー い の
得 の れ メ 選 弓 行 神 国 り 多 戸 明 鋭 れ も 強 性 や 、 視 ま 安
る 力 ま ン を 道 わ 宮 中 ま く 聴 し 全
こ を し ト 3 部 れ で 学 し あ や た 性
と 出 た の 位 が 、 8 生 た り 館 。 に
が し が 準 で 5 県 月 弓 。 、 内 つ
で 切 、 々 通 位 代 22 道 充 施 い
き っ 選 決 過 に 表 日 大 実 設 て
た た 手 勝 し な で ～ 会 し を の
よ 」 は で 、 り 出 24 が た 詳 研

実 火 地 災 発 引 会 好 ま 店 遊 子 き 無 配 で 候 雨 の 内 組 虫
施 ・ 区 課 生 東 大 の 会 東 し で 戯 が 多 事 で き で 模 あ 夕 東 消 長 を 梅
し 救 ・ 等 を 海 会 多 ・ 境 た 楽 や 集 く 開 し る 開 様 い べ 境 毒 で 防 雨
ま 出 自 の 想 ・ 等 数 同 町 。 し 模 い の 催 た か 催 の に が 同 が 今 止 時
し 訓 主 指 定 東 で の 志 の み 擬 、 親 で が 心 が 天 く 開 志 実 年 す や
た 練 防 導 し 南 盛 参 会 町 か 会 施 度 る 夏

。 ・ 災 の た 海 が 加 ・ 民 れ の さ の 目 に
講 非 会 下 防 連 り で 婦 の 8 ま 主 れ 初 的 発
話 常 で で 災 動 上 開 人 皆 月 し 催 ま 仕 で 生
か 食 、 東 訓 巨 り 催 会 様 13 た で し 事 、 す
ら 試 避 境 練 大 8 ま さ ・ ・ 日 。 親 8 た と 婦 る 5
予 食 難 町 を 地 月 し れ 子 民 ・ 子 月 。 な 人 蚊 月
防 等 ・ 民 市 震 31 た 、 ど 踊 14 納 12 る 会 や 20
の を 消 と 防 の 日 。 福 も 愛 日 涼 日 町 と 害 日

の ム て と 回 新 そ ？ 「 各 と て し 追 1 楽 ン て 重
で ダ い 、 収 聞 の 」 活 班 思 話 た 9 弔 年 し ・ 開 町 要
す の る 刈 で ・ 活 と 動 で い し 。 月 会 間 く カ 催 内 性

。 な そ 谷 協 雑 動 言 費 日 ま 合 家 1 が に 過 ラ さ 75 を
い う 市 力 誌 費 う は 々 す わ 庭 日 行 亡 ご オ れ 才 再
よ で か 頂 ・ は 声 ど 活 。 れ ・ は わ く さ ケ 、 以 認
う す ら い ダ 、 を こ 動 地 た 職 「 れ な れ ・ 各 上 識
に 。 の て ン 地 耳 か し 区 人 場 防 ま ら ま 懇 種 の し
利 今 補 い ボ 区 に ら て 自 も で 災 し れ し 談 ア 長 ま
用 後 助 る ー の し 出 い 主 多 防 の た た た 等 ト 老 し

（ し も 金 売 ル 皆 ま て ま 防 か 災 日 。 方 。 で ラ 者 9 た
保 た 資 で り 等 さ し い す 災 っ に 」 を ま 一 ク を 月 。)

い 源 賄 上 資 ん た る が 会 た つ で 偲 た 日 シ 招 7
も を っ げ 源 が 。 の 、 は か い す び 、 を ョ い 日

平 成 ２ ６ 年 １０ 月 １ 日 水 曜 日    　　東  境  だ  よ  り(4) 第１4号
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ショッピーやまね
℡ 36-5456

お知らせ

営業時間　- あさ９：３０～よる７：３０ -
定休日 -　日曜日

当店自慢の､手作り惣菜バイキング実施中。

〒448-0007 刈谷市東境町奥町屋17-1

tel.0566-35-8787

Acceptance all  the year 
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メモリー富士松斎場
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